
　2年間、レポートの書き方を
学生に教えるプログラムを進め
てきて、 「次に何をするか」 を考
えたとき、能力の次にスキルを
つけさせようと思いました。　
　その手段として、eラーニング
が効果的と判断し、プレゼンの
仕方や能力を身につけながら最
終的にプレゼンに臨むまでを一
貫して学べるようにしました。　

　まず、学生実験の開始と同時
にeラーニングをスタートさせ、
実験をしながらプレゼンの仕方
も学んでいくスタイルにしまし
た。約1～2か月かけてプレゼ
ンスキルを身につけ、その後、e
ラーニング上で学生同士やり取
りをしながら実験結果をプレゼ
ン資料にまとめる期間を設けま
した。

　そして最後にプレゼンをさ
せ、eラーニングをした今年度の
学生と以前の学生の差を見るこ
とで効果を検証しました。

　eラーニングは実際に使う人
の意識が非常に重要で、必修科
目の学生実験とリンクさせるこ
とでかなりの効果は出ているの
ではないかと思います。本講義
は主体的にアクセスしないと進
まないため、どれくらい参加し
てもらえるかが重要です。そこ
で、必修科目の学生実験とリン
クさせたのがひとつの特徴と言
えます。　

　

　また、各段階で課題を設け、そ
こをクリアしていくというよう
に、ちょっとしたゲーム感覚で力
を付けさせるといった工夫もして
みました。　

　実際に去年1年間やってみて
学生のアンケートを取ったとこ
ろ、今まで全くプレゼンのやり
方を教わったことがないという
人が多数いて、プレゼンのやり
方やスキルを学ぶ機会が出来て
良かったという反応が非常に多
かったです。
　もちろん既に内容を知ってお
り、有意義ではなかったという
学生もいましたが、大部分の学
生にとっては有意義なコンテン

ツであったと思います。

　最終的に自分たちが何をし
て、どういう結果が出て、それに
対してどのように考えたかを、
指定された時間内で的確に発
表できるグループが多くなり
ました。

　最初は時間内にきれいにま
とめることは全くできていな
い学生が多かった中、それがき
ちんとできるようになったと
いうところに、効果があったと

感じることが出来ます。

　今回の試みで残念だったの
は、質疑応答があまり活発に行
われていなかったことです。
そのため、質疑応答に関するこ
とをeラーニングの中で出来な
いかと考えています。
　例えば、インターネットを介
して他大学の学生とプレゼン
を行い、それに対して質疑応
答をするというようなことを
やってみたいですね。
　国内の大学はもちろんです
が、更にハードルを上げて、海
外の大学の学生と英語でプレ
ゼンテーションをしてみても
面白いでしょう。非常に難し
いですが、実現すればかなりの
効果が期待できると思います。
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①
プレゼンスキルおよび PPT の作成のコツについての
解説動画を掲載し、いつでも視聴できるようにした。

②
他者がプレゼンしている動画を見て、どこが良くて
どこが悪いのかをディスカッションさせることで、
プレゼンの際の注意点への気付きを促した。

③
解説動画を見た後で確認問題を何度でも、最後には
全体問題を 1回のみ解かせることで、記憶の定着を
図った。

④
最後のプレゼン資料を「フォーラム」に提出。同一
実験を行う他班のものは見られないが他実験の他班
のものは見られる設定とし、他班を参考にすること
で資料をよりブラッシュアップできる環境を作っ
た。

⑤
フォーラムを活用することで、インターネットを介
して班内で議論するピア活動を実践させることがで
きた。

論理的な思考に基づいた説得力のある発表ができる

を使った eラーニング･コンテンツの特徴

▲ プレゼンのサンプル動画

▲ プレゼン資料を「フォーラム」に提出

プレゼンスキルを身につける

プログラムの目的
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